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保護者に披露しました。

（写真は田子幼稚園の全園児による劇「大きなかぶ」）

元気いっぱい生活発表
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今月の話題　

 
田
子
町
職
員
の
給
与
・

 
定
員
管
理
等
に
つ
い
て

(1) 人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
(25.3.31)

歳出額
Ａ

実質収支
人件費

Ｂ
人件費率

（Ｂ／Ａ）

（参考）
23年度の
人件費率

24年度
人

6,357
千円

4,427,977
千円

149,490
千円

729,197
％

16.5
％

17.6

※人件費には、町長・教育長・議員・各種委員に支給される給料・報酬・
共済費等を含みます。

 １．総括

 ２．職員の給与等の状況

 ３．特別職の報酬等の状況

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給与費 １人当た
り給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当
期末・

勤勉手当
計Ｂ

24年度
人

83
千円

305,992
千円

41,536
千円

102,132
千円

449,660
千円

5,418

※ 職員手当には、退職手当を含みません。

(1) 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成25年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

田子町 310,900円 43.9歳 244,800円 39.7歳

国 307,220円 43.1歳 272,119円 49.9歳

(2) 職員の初任給の状況（平成25年４月１日現在）

区　分 決定初任給
採用２年経過日

給料月額

一般行政職
大学卒 172,200円 185,800円

高校卒 140,100円 149,800円

(4) 職員の手当の状況（平成25年４月１日現在）

区分 内容

　期末手当・
　勤勉手当

  期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.175月分 0.675月分
 12月期 1.325月分 0.675月分
 計 2.50月分 1.35月分

退職手当

 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
 勤続20年 23.03月分 28.7875月分
 勤続25年 32.83月分 38.9550月分
 勤続35年 46.55月分 55.8600月分
 最高限度額 55.86月分 55.8600月分
※ 定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

扶養手当

　配偶者 13,000円
　配偶者以外
　・１人目 ( 配偶者有 ) 6,500円
　・　〃　 ( 配偶者無 ) 11,000円
　・２人目以上 6,500円
　・満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで
　　の子１人につき　5,000円加算

住居手当 　借家（借間）限度額 27,000円

通勤手当
　交通機関等利用者限度額 55,000円
　交通用具使用者限度額 24,500円

(3) 職員の経験年数別・
　学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在）

区分
経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

経験年数
20～24年

一般行政職
大学卒 267,500円 309,300円 328,700円

高校卒 該当なし 271,400円 304,900円

技能労務職 高校卒 206,200円 該当なし 257,700円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいうものです。

　

町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
務
員
法
な
ど
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
等
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
へ
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

（平成25年４月１日現在）

区　分 給料月額等

給　

料

町　長
副町長
教育長

７６３，０００円
６０４，０００円
５５６，０００円

報　

酬

議　長
副議長
議　員

２８３，０００円
２４０，０００円
２２５，０００円

期
末
手
当

町　長
教育長

 ６月期　１．３５月分
12月期　１．４５月分
 　計　　２．８０月分

議　長
副議長
議　員

 ６月期　１．３５月分
12月期　１．４５月分
 　計　　２．８０月分
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　今月の話題

問 田子町役場総務課　☎２０−７１１１
●詳しくは町のホームページをご覧ください。
　http://www.town.takko.aomori.jp/

(2) 部門別職員数の状況と主な増減理由（平成25年４月１日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成24年 平成25年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

2
24
6
6
6

12
2
6

2
25
5
5
6

11
3
6

0
1

△1
△1

0
△1

1
0

青森県へ職員派遣
事務の統合による職員数減
事務の統合による職員数減

退職による職員数減
観光等の産業育成強化の
　ため職員増

小　　計 64 63 △1
特別
行政
部門

教　　育 19 18 △1 欠員不補充

小　　計 19 18 △1

公営
企業等
会計
部門

病　　院
水　　道
その他

14
4

29

14
3

27

0
△1
△2

  機構改革により課から
  グループ編成に変更
退職による職員数減

小　　計 47 44 △3

合　計 130 125 △5

※ 職員数は一般職に属する職員数です。（教育長除く）

項　目 概　要
共済制度 青森県市町村職員共済組合の制度による

健康診断
（平成24年度）

定期健康診断　（35歳を除く40歳未満）　　25名
　　〃　　　　（35歳及び40歳以上）　　　42名

（※ 特定検診）
人間ドック　　日帰り（35歳以上）　　　　51名
　　〃　　　　脳検診（45歳以上）　　　　 ４名
がん検診　　　胃がん　　　　　　　　　   15名
　　〃　　　　大腸がん　　　　　　　　   15名

互助会組織

名　称 田子町職員互助会 きさらぎ会

加入者 常勤の職員
（診療所等除く）

常勤の職員
（診療所・老健

・訪問看護）

主たる事業 冠婚葬祭時の給付
地産地消事業等

冠婚葬祭時の給付
環境整備事業等

主たる財源 会員会費 会員会費

(1) 一般行政職の級別職員数（平成25年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主査 主幹
総括主幹、
グループリーダー、
給食センター所長等

副参事
課長等

参事

職員数
人

11
人

7
人

34
　人
9

人
9

人
7

人
77

構成比
％

14.3
％

9.1
％

44.1
　％
11.7

％
11.7

％
9.1

％
100

参　

考

１年前の
構成比

％
10.5

％
6.6

％
51.3

　％
6.6

％
13.2

％
11.8

％
100

５年前の
構成比

％
4.0

％
14.9

％
40.5

　％
9.5

％
18.9

％
12.2

％
100

※１．田子町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代業的な職
　　務です。

 ４．職員数の状況

 ５．職員の福祉制度の状況

　トピックス

再
会
を
喜
び
近
況
報
告

　

11
月
24
日
、
東
京
都
内
で
第

28
回
東
京
田
子
会
総
会
及
び
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
子

町
か
ら
は
町
長
や
教
育
長
、
町

議
会
議
員
２
名
と
役
場
担
当
職

員
が
、
関
東
近
郊
か
ら
は
約
50

名
の
町
出
身
の
方
々
が
参
加
し
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
決
算
や
事
業
の

報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
他
、
２
年
間

の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
す
べ
て

の
案
件
に
つ
い
て
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
担
当
職
員
が
ふ
る

さ
と
納
税
の
お
願
い
を
し
、
交

流
会
で
は
、
田
子
町
か
ら
持
参

し
た
「
つ
つ
け
」
や
「
煮
し
め
」

が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
関
東
近

郊
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
は
、

口
々
に
「
懐
か
し
い
」「
田
子

町
を
思
い
出
す
」
な
ど
と
話
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
来
年
の
再
会
を
約
束

し
、
万
歳
三
唱
で
閉
会
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
会
長
・
副
会
長
の
み
紹
介
）

【
会　

長
】　

一
ノ
渡
尚
道

【
副
会
長
】　

向
井
靖
雄
、
佐
藤

雄
三
郎
、
久
保
玄
次
、
原
安
通

※
敬
称
略
、
順
不
同

参加者全員で記念撮影

懐かしの味に舌鼓
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トピックス　

普
通
の
こ
と
に
感
謝
す
る

心
～
第
47
回
田
子
町
社
会

福
祉
大
会
～

　

11
月
16
日
、
中
央
公
民
館
で

第
47
回
田
子
町
社
会
福
祉
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

田
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
簗

田
尚
久
会
長
）
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
し
お
り
の
作
製
や
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
呼
び
か

け
、
会
場
の
後
片
づ
け
な
ど
町

内
の
子
ど
も
た
ち
の
協
力
も
得

て
実
施
さ
れ
、
約
１
５
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

活
動
や
福
祉
事
業
へ
の
寄
付
な

ど
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献

し
た
５
団
体
18
名
に
表
彰
状
と

や
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
販
売
さ
れ
、

売
り
上
げ
の
一
部
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
表
彰
の
部

◎
民
生
委
員
児
童
委
員
９
年
以

上
　

名
久
井
和
子

◎
田
子
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

役
員
10
年
以
上

　

山
本
輝
男

◎
田
子
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長
10
年
以
上

　

山
美
知
子

◎
田
子
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

役
員
10
年
以
上

　

前
川
昌
子
、
北
野
り
ゑ
、

　

青
木
憲
子

◎
田
子
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

役
員
10
年
以
上

　

加
藤
ト
モ
、
川
村
ミ
ツ
ヨ
、

　

工
藤
清
次
郎
、
原
ヨ
シ
ヱ

◎
田
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
15
年
以
上

　

舘　

好
子

▼
感
謝
の
部

◎
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付

　

田
子
平
成
会

　

田
子
町
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　

全
国
民
謡
連
盟
せ
き
れ
い
会

　

田
子
地
域
大
学

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
む
つ
市
在
住

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

板
橋
か
ず
ゆ
き
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ

生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
う
た
う
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
徐
々
に
視
力

が
弱
く
な
り
、
入
学
し
た
盲
学

校
で
の
厳
し
い
生
活
指
導
や
、

友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
音
楽
を
始

め
た
こ
と
な
ど
、
板
橋
さ
ん
の

経
験
や
感
じ
た
こ
と
か
ら
、「
あ

き
ら
め
な
い
心
」
や
「
普
通
の

こ
と
に
感
謝
す
る
心
」
に
つ
い

て
自
身
の
歌
を
交
え
な
が
ら
述

べ
、
参
加
者
は
う
な
ず
き
な
が

ら
講
演
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
西
舘
野

自
治
会
の
「
西
舘
野
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
で
作
っ
た
マ
フ
ラ
ー

　

青
森
銀
行
田
子
支
店
大
福
会

　

種
子
イ
ソ

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
10
年
以
上

　

森
本
み
ち

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
10
年

以
上
協
力

　

稲
村
節
子
、
岩
間
信
雄
、

　

川
村
美
惠
子
、
川
村
ミ
ツ
ヨ
、

　

前
川
良
子

長
年
に
わ
た
る

地
域
防
災
の
功
績
に
叙
勲

　

11
月
19
日
、
役
場
で
消
防
叙

勲
伝
達
式
が
あ
り
、
長
き
に
わ

た
り
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た

立
本
實
さ
ん
（
72
・
川
向
）
に

国
か
ら
瑞
寶
單
光
賞
が
贈
ら
れ
、

山
本
晴
美
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

立
本
さ
ん
は
受
賞
に
際
し
、

堀
合
さ
ん
の

長
年
の
活
動
に
表
彰

　

10
月
25
日
、
第
52
回
青
森
県

統
計
大
会
が
つ
が
る
市
で
開
催

さ
れ
、
堀
合
貞
子
さ
ん
（
73
・

サ
ン
モ
ー
ル
）
が
統
計
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
青
森
県
統
計
協
会
（
三
村

申
吾
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
も

の
で
、
堀
合
さ
ん
の
長
年
に
わ

た
る
調
査
員
と
し
て
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
三
村
会
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

堀
合
さ
ん
は
受
賞
に
際
し

「
自
分
の
で
き
る
こ
と
が
役
に

立
っ
た
の
で
あ
れ
ば
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
統
計
調
査
は
み
な

さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

受賞した堀合さん

講師の板橋さん

消防叙勲を伝達された立本さん（右）

受賞者を代表してあいさつを述べる舘さん
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　トピックス

成
25
年
度
「
小
さ
な
親
切
」
運

動
全
国
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

第
38
回
「
小
さ
な
親
切
」
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
た
原
田

優
貴
奈
さ
ん
（
田
子
小
２
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

　

12
月
15
日
、
八
戸
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
第
42
回
デ
ー
リ
ー
東

北
賞
贈
呈
式
が
あ
り
、
田
子
高

校
郷
土
芸
能
部
の
地
域
の
伝
統

公
益
社
団
法
人
「
小
さ
な
親
切
」

運
動
本
部
（
田
中
義
具
代
表
）

の
主
催
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
親
切
の
意
味
と
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
田
さ
ん
の
作
文
は
、
右
手

を
骨
折
し
た
祖
母
が
服
を
着
る

時
に
手
伝
っ
た
と
い
う
内
容
で
、

全
国
か
ら
の
応
募
約
４
万
７
０

０
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
。

伝
統
芸
能
の
継
承
に
多
大

な
尽
力
～
デ
ー
リ
ー
東
北

賞
贈
呈
式
～

を
守
る
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
部
は
２
０
０
１
年
に
創

部
、
全
部
員
が
他
の
部
活
と
掛

け
持
ち
で
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ

た
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
宮
崎

大
会
で
の
最
優
秀
賞
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
優
れ
た

成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
他
の
受

賞
者
ら
に
「
田
子
の
杜
の
芸
能
」

を
披
露
し
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

「
は
じ
め
は
実
感
が
な
か
っ
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
徐
々

に
大
し
た
賞
な
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
」
と
受
賞
の
感
想
を
述

べ
、
山
本
町
長
は
「
瑞
寶
單
光

賞
を
受
賞
さ
れ
る
方
は
な
か
な

か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
若

い
方
の
育
成
に
ご
尽
力
お
願
い

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

立
本
さ
ん
は
昭
和
33
年
に
田

子
町
消
防
団
入
団
後
、
44
年
も

の
間
、
住
民
の
生
命
と
財
産
の

保
護
の
た
め
消
防
業
務
に
精
励

し
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
退
団

後
は
、
団
員
の
教
育
や
町
消
防

団
の
よ
き
指
導
者
、
相
談
役
と

し
て
後
進
に
助
言
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

立
本
さ
ん
の
主
な
経
歴
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
平
成
元
年　

青
森
県
消
防
協

会
長
よ
り
功
労
章
授
与

▽
平
成
２
年　

青
森
県
知
事
よ

り
永
年
勤
続
功
労
章
授
与

▽
平
成
11
年　

消
防
庁
長
官
よ

り
永
年
勤
続
功
労
章
授
与

▽
平
成
11
年　

日
本
消
防
協
会

長
よ
り
功
績
章
授
与

「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ

ン
ク
ー
ル

　

11
月
30
日
、
東
京
都
内
で
平

入選した原田さん

新民生委員児童委員が決まりました
　12月９日、青森市で厚生労働大臣（代行　三村
県知事）より新委員に辞令交付があり、12月12日、
町で21名の方に辞令伝達交付を行いました。
　各委員は、厚生労働大臣と県知事の委嘱を受け
て、地域住民の社会福祉や児童福祉に関する相談に
応じ、必要な援助や指導を行います。（任期　平成
25年12月1日～平成28年11月30日までの３カ年）

●民生委員児童委員（主任児童委員）一覧表
（新委員は太字で表示しています）平成25年12月1日現在

No 氏名 性別 担当地区

1 橋本　義明 男 下田子・舞手・上野・塚ノ上

2 関本あや子 女 七日市

3 獅子内恵子 女 矢田郎

4 長澤　静子 女 野月

5 池田　　良 女
種子・野々上・池振・川向・
野畦沢

6 大久保雅範 男 川代・清水頭・袖平・椛山

7 山市　礼子 女 干草場・長坂

8 川村　武司 男 西舘野

9 宇藤安貴子 女
宮野・細野・明土平・
上相米・根渡・柴倉

10 坂本　暁子 女 上風張・風張・南風張

11 鳴滝笑美子 女 北側・南側

12 名久井和子 女 中本町・サンモ−ル

13 中村　康孝 男 下本町

14 石井布美子 女 原・飯豊

15 小笠原昭治 男 道地・石亀・杉本

16 高舘　一男 男 茂市・道前・嘉沢

17 久保　睦子 女 山口・関下・関上・夏坂

18 澤口　洋子 女 遠瀬・水亦

19 畠山　キヌ 女 新田

20 川原　　彰 男 上郷地区主任児童委員

21 久保はるみ 女 田子地区主任児童委員

※向山・衣更・雀ヶ平・野面・　ノ実地区については、民

生委員児童委員が変更となるため、後日お知らせします。

表彰状を受け取る櫛引洋一校長
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０−７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

平成26年田子町成人式
▽と　き　１月12日（日）午後１時～
　　　　　（受付　正午～午後０時３０分）
▽ところ　中央公民館ホール
▽内容
第１部　式典　午後１時～
第２部　成人式実行委員会主催による祝賀パーティー
　　　　午後２時30分～（終了予定　午後４時）
　祝賀パーティー ( 会費1,000円 ) と記念写真希望
者は当日会場で申し受けます。※ 成人式運営スタッ
フ参加者を募集しています。新成人の晴れの姿を一
緒にお祝いしませんか。

新春書き初め大会開催
▽と　き　１月９日（木）午後１時30分～
▽ところ　田子町中央公民館ホール
※参加する人は、午後１時までに公民館にお集まり
ください。
　なお、書き初め終了後、図書館の本の展示、ビデ
オ鑑賞会を行います。
▽今年の課題
　１年生「ひかり」
　２年生「あけぼの」
　３年生「手ぶくろ」
　４年生「雪明かり」
　５年生「南天の実」
　６年生「新しい感覚」
　中学生「図書の整理」
　高校・一般「この道しかない春の雪ふる」
　詳しくは、中央公民館までご連絡ください。

第36回田子町文化協会芸能発表会開催
▽と　き　２月２日（日）正午開演
▽ところ　タプコピアンプラザホール
▽賛助金　300円　高校生以上
▽出演団体
　田子神楽保存会技芸部、田子詩吟会、民謡愛好会
舞踊愛好会、田子平成会、なかよし芸能愛好会、民
舞踊子すずめ会、田子町ナニャドヤラ保存会、青森
南部相撲甚句会、しらゆきの会、演芸せきれい会、
やまぶき会（12団体の予定）
※ご近所お誘い合わせの上、また、ご家族おそろい
でご来場ください。

●フラワーアレンジメント
▽とき　１月28日（火）
　　　　午後７時～午後９時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽材料費　
　2,000円
～3,000円
程度

▽テーマ　「ギフト用アレンジ」
▽持ち物　花ばさみ、ゴム手袋、移
植ベラ、カッタ−等

●水曜わんぱくじゅく
（冬休み特別企画）
▽とき　１月８日（水）
　　　　午前10時～午後３時
▽ところ　上郷公民館研修室

●水曜わんぱくじゅく
▽とき　１月29日（水）
　　　　午後３時～午後５時
▽ところ
　上郷公民館
研修室及び広
場
▽申込　当日
受付します

みんなでチャレンジ　公民館講座のお知らせ

昨年度の芸能発表会の様子

●平成26年度公民館講座募集
　公民館講座を自主運営しませんか。
　新たに講座を計画したい、現在の講座を継続したい
等、みなさんからのご応募をお待ちしております。
▽募集期間　１月６日（月）～２月28日（金）

前回の新春書き初め大会の様子
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●料理
▽材料入れてコトコト煮込むだけ

レシピ／堤人美／596ツ
▽簡単！おいしい！サバ缶レシピ

／ナガタユイ／596ナ
▽毎日ひとかけでパワーチャー

ジ！にんにくスーパーレシピ／
村上祥子／596ム

●歴史・時代小説
▽黒書院の六兵衛／上下巻／浅田

次郎／913ア
▽雪まろげ／宇江佐真理／913ウ
▽たからもの／深川澪通り木戸番

小屋６／北原亞以子／913キ
▽うぶすな参り／鎌倉河岸捕物控

23 ／佐伯泰英／913サ
▽二都騒乱／新・古着屋総兵衛７

／佐伯泰英／913サ
▽獅子の城塞／佐々木譲／913サ
▽村上海賊の娘／上下巻／和田竜

／913ワ
▽お宝積／料理人季蔵捕物控４／

和田はつ子／913ワ
▽行合橋／立場茶屋おりき２／今

井絵美子／913イ

●ミステリー・警察小説
▽探偵部への挑戦状／東川篤哉／

913ヒ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集30 ／西村京太郎／913ニ
▽十津川警部長野新幹線の奇妙な

犯罪／西村京太郎／913ニ
▽疾風ロンド／東野圭吾／913ヒ

●そのほかの小説など
▽ほろびぬ姫／井上荒野／913イ
▽ガンコロリン／海堂尊／913カ
▽妖怪アパートの幽雅な日常９／

香月日輪／913コ
▽蛇行する月／桜木紫乃／913サ
▽モンスター／百田尚樹／913ヒ
▽まほろ駅前狂想曲／三浦しをん

／913ミ
▽家族の見える場所／森浩美／

913モ
▽なぎさ／山本文緒／913ヤ

●コミック、エッセイなど
▽毎日かあさん10 ／わんこギャル

編／西原理恵子／726サ
▽ためない心の整理術／岸本葉子

／914キ
▽寄る年波には平泳ぎ／群ようこ

／914ム
▽賢者は幸福ではなく信頼を選ぶ。

／村上龍／914ム

　図書館には「田子町に関する本」
が約430冊あります。その内容は田
子町の歴史、文化財、民俗、先覚者
について、子どもたちの作文集、広
報たっこ年度別合本など。また、平
成12年度以降の田子町に関する主
な新聞記事も収集しています。
　この機会にどうぞ図
書館をご利用ください。

（貸出禁止の貴重な本や
資料は、図書館内でご
利用ください。）
○真田太古事件関係史

料集／馬場清
○古はかくの如しなど

と言う者は／松橋均
○奇峰学秀遺作集／田

子町教育委員会

○追想の足澤禎吉／足澤禎吉追悼集
編纂会

○松尾安次郎先生の教育／清水頭小
学校父母と教師の会

○道ひとすじ・回想の井口信雄／井
口先生追想録編集委員会

図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

１
月
の
図
書
館
行
事

▼
１
／
８
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

▼
１
／
11
（
土
）
午
前
11
時

第
４
７
回
読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式

▼
１
／
11
（
土
）
午
前
11
時
15
分

紙
芝
居
と
本
の
読
み
き
か
せ

▼
１
／
25
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
節
分
」
の
お
り
が
み
づ
く
り

▼
１
／
25
（
土
）
か
ら

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー

▼色の濃い日が休館日です。

郷土のことを知っていますか？
「田子町に関する本」特集

▼期間　１月25日（土）から
※本がなくなり次第終了します。
▼対象　図書館の貸出券をお持ちの
中学生以上の方。貸出券がない方は
図書館カウンターでお作りください。
▼内容　「趣味の園芸」「きょうの料
理」「きょうの健康」「ＥＳＳＥ」「す
てきにハンドメイド」「ラジオ深夜
便」など、図書館で購入し１年が経
過した古雑誌は３冊まで、古本は何
冊でも差し上げます。カウンターに
いる職員に、お持ちになる冊数を教
えてください。

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

●「田子町に関する本」展示と貸出

人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
す

●年末年始休館日
▼期間
　12月29日（日）～１月４日（土）
　利用者のみなさまには大変ご不便
をおかけしますが、どうぞご了承く
ださい。新年は１月５日（日）から
通常通り開館します。
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お知らせ　

■  コミュニティバスの年末年始運行について
　下記の期間中、コミュ
ニティバスは日曜・祝日
のダイヤでの運行となり
ます。
　ご理解のほどよろしく
お願いします。

▼期間　　
　12月30日（月）、１月２日（木）、１月３日（金）

※12月31日と１月１日の運行はお休みです。
　ご注意ください。

■  青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ
青森県特定（産業別）最低賃金件名 改正内容（時間額）

鉄鋼業 ７８７円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 ７２１円

各種商品小売業 ７１４円

自動車小売業 ７５３円

（参考）

青森県最低賃金 ６６５円

問青森労働局労働基準部賃金室
　☎０１７−７３４−４１１４　FAX ０１７−７３４−５８２１

■  平成26年度田子町臨時職員の募集
　町では平成26年度臨時職員を次のとおり募集しま
す。希望される方は必要書類を添えて期日までにお申
し込みください。
　なお、お申し込みいただいた方は、平成26年度田子
町臨時職員登録簿に登載され、任用期間が決定し次第、
その都度ご連絡いたします。

▼募集期間（平成26年４月採用者）
　１月15日（水）～２月14日（金）
▼登録に必要な書類
①平成26年度田子町臨時職員登録申請書　
　※申請書は役場総務課にあります
②履歴書
③健康診断書

※栄養士、診療所及び老健の介護員、看護師をご希
望の方は、公立医療機関発行の健康診断書が必要
となります

▼登録有効期間
　平成26年４月１日～平成27年３月31日
▼勤務条件等
◎勤務時間
　平日午前８時15分から午後５時まで
　※勤務の特殊性により、別に定める場合があります
◎休暇　年次有給休暇及び特別休暇
◎交通費　支給あり　※一定の条件を満たす場合
◎社会保険　社会保険及び雇用保険に加入
　※一定の要件を満たす場合
▼その他
①田子町臨時職員登録簿は、田子町役場・田子町教育

委員会・町立田子診療所・老健たっこ・田子町水道
企業等に有効です。

②上記の募集期間以外でも登録は随時受け付けており
ます。

③詳細は右記までお問い合わせください。

▼募集人員及び職種（年齢要件　70歳以下）
任用期間：６カ月未満

職種 勤務先 募集人員 資格等 賃金

事務補助員
庁舎内 若干名

高校卒業程度
（平成25年度卒
業見込み含む）

日額
5,800円

レセプト
点検員 １名 医療事務

従事経験者
日額
6,400円

大型運転手

福祉バス １名 第１種
大型免許

日額
7,000円～

研修バス １名 第１種
大型免許

日額
7,000円～

建設課
重機 １名 大型特殊自動

車運転免許
日額
7,000円～

栄養士 老健
たっこ １名 栄養士免許 日額

8,000円～

放射線技師 診療所 ２名 放射線技師
免許

日額
10,500円

臨床検査
技師 診療所 １名 臨床検査

技師免許
日額
10,000円

看護師 診療所 若干名 看護師免許 日額
8,500円～

介護員 老健
たっこ

10名
程度

資格のない方 日額
6,200円

介護職員初任
者研修以上の
資格

日額
6,800円

用務員 町内
小・中学校 １名 高校卒業程度 日額

5,800円

特別支援
教育支援員

町内
小・中学校

４名
程度

小・中学校
教員免許有り

時給
2,000円

高校卒業程度
（同上免許なし）

時給
1,200円

清掃員 公民館他 ４名
勤務時間
週29～38時
間程度

時給722円

清掃員 診療所 ４名
程度

勤務時間
１日４時間
程度

時給722円

問役場総務課総務グループ　☎３２−３１１１
　〒039-0292 三戸郡田子町大字田子字天神堂平81
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　お知らせ

■  農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の
　提出
●提出期限は平成26年１月６日（月）
　農業委員会委員選挙人名簿は、毎年みなさんの申請
に基づいて調製されております。この申請がないと、
選挙資格があっても選挙人名簿に登載されず、農業委
員会委員選挙の際に投票できなくなりますので、資格
のある方は忘れずに申請書を提出してください。
▼選挙資格
　次の条件のうち①と②の条件を満たし、かつ③また
は④の条件を満たす者。
①平成26年１月１日現在で田子町に住所を有する者
②平成６年４月１日以前に生まれた者
③10アール以上の農地につき耕作の業務を営む者、お

よび耕作の業務を営む者の同居（申請者と住所を同
一にし、生計をともにしている）の親族またはその
配偶者であって、年間おおむね60日以上耕作に従事
する者

④10アール以上の農地の耕作の業務を営む農業生産法
人の組合員、社員または株主であって年間おおむね
60日以上耕作に従事する者。

▼配付および回収方法
　各地区の行政連絡事務担当者の方に配付と回収をお
願いしています。なお、回収に間に合わなかった方は
そのままにせず、期限までに個別に提出してください。
　選挙資格がある方で申請書が配付されなかった方、
紛失したという方は農業委員会事務局または各地区の
行政連絡事務担当者にお申し出ください。
　書き方については、申請書と一緒に配付されている
記載例をご覧ください。不明な点は農業委員会事務局
にお問い合わせください。

問田子町農業委員会事務局 ☎２０−７１２０

■  不動産取得税について
　不動産取得税は、家屋を新築、増改
築したときや、土地や家屋を売買、贈
与、交換などで取得したときに、取得
者に課税される県の税金です。
　税額は、原則として、市町村の固定
資産課税台帳の登録価格（登録されて
いないものは評価した価格）に税率を乗じた額です。
税率は、住宅及び土地の場合は３％、住宅以外の家屋
の場合は４％です。なお、住宅や住宅用地を取得し一
定の要件を満たす場合、東日本大震災により被災した
不動産に代わる不動産を取得した場合には、申請によ
り軽減等の制度があります。
　詳しくは、県税部にお問い合わせいただくか、青森
県ホームページ ｢ 県税 (http://www.pref.aomori.lg.jp/
life/tax/)｣ でご確認ください。

問三八地域県民局県税部課税第二課 
　☎０１７８−２７−５１１１ 内線209、235

■  26年度保育園入園児童募集
　平成26年４月からの入園児童を募集します。
▼募集人員　
　田子保育園　120名　　上郷保育園　20名
▼対象児童　平成26年４月１日現在、満２カ月以上で
満５歳以下の児童　
▼入園申込に必要なもの
①入園申込書（町指定のもの）
②平成25年分の源泉徴収票の写

し、または確定申告書の写し
（提出後、所得状況が変更にな
った場合は、必ずご連絡願い
ます）

③保護者の就労証明、自営の場
合は地区担当民生委員の意見書

④口座振替申込書（新規及び口座を変更する方）
※現在入園していて、引き続き入園を希望する場合も

申し込みが必要です。　
▼保育料　平成25年分の所得税及び平成25年度町民
税の有無により決定します。
▼受付期間　１月14日（火）～２月10日（月）
　※ 必ず期限厳守でお願いします。
▼申込受付場所　役場住民課福祉グループ
　申込用紙は、役場住民課福祉グループと各保育園に
あります。
▼その他　田子保育園では一時保育も実施しています。
　　　　　申し込みは田子保育園まで

問役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

■  合同厄祓祭のお知らせ
▼日時　２月８日（土）午後３時～
　（受付は午後２時から行います）
▼会場　中央公民館ホール
▼会費　5,000円（御守り、御神酒、集合写真代含む）
　今年の厄祓祭の対象となるのは、昭和48年度生まれ
の男性と、昭和57年度生まれの女性で、１月20日ま
でに参加を申し込まれた方となります。
　また、町外出身の方で参加を希望される場合は実行
委員会までご連絡ください。
　会費は、当日受付にて承りますので、時間に余裕を
持ってお越しください。
◎田子町合同厄祓祭実行委員会　代表　山本　真
　連絡先☎０９０−８７８３−６０４５（代　表　山本）
　　　　☎０９０−８７８２−６２４１（事務局　三田）
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●1月7日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後3:00
●1月8日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●1月9日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●1月10日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●1月14日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:00～3:00
●1月15日（水）
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）午後0:30～1:30
●1月16日（木）
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）午後0:30～1:30
●1月17日（金）
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）午後0:30～1:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●1月20日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

●1月21日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:00～3:00
●1月22日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●1月23日（木）
　冬の健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●1月24日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00
●1月27日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●1月28日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:00～3:00
●1月29日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00～10:30
●1月30日（木）
　冬の健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●1月31日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00

1月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●長沢和
かずき

季（勝彦・直子）／　ノ実
●簗田拓

たくと

杜（隆典・衣絵）／道地
●上川原大

たいせい

晴（栄司・優香）／夏坂
●松橋颯

そ あ ら

愛羅（愛理・あゆみ）／中本町
●中平蒼

そうま

馬（大輔・愛美）／干草場
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●佐野リヱ（93歳）中本町
●川端いよ（92歳）野面
●佐藤美智子（81歳）中本町
●脇谷なよ（94歳）細野
●上平錄兵（82歳）杉本
●滝上利夫（69歳）雀ヶ平
●上沢直寳（97歳）干草場
●髙森繁美（86歳）上風張
●中村長三郎（87歳）野々上
●前田專吉（82歳）北側
●山崎喜三郎（77歳）北側
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
25
年
11
月
30
日
現
在

世帯数／2243（＋１）
人口／6335（−７）
男／3030（−５）
女／3305（−２）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
明
る
く
楽
し
い
年
末
・
年
始

を
迎
え
る
た
め
に
！

　

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え

る
こ
の
時
期
、
火
事
を
防
止
す

る
た
め
、
三
戸
消
防
署
田
子
分

署
で
は
、
12
月
20
日
か
ら
１
月

10
日
ま
で
の
間
、
管
内
を
巡
回

す
る
な
ど
警
戒
体
制
を
強
化
し

ま
す
。
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る

三
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
》

▼
警
報
器
が
鳴
っ
た
ら

○
火
災
の
と
き

　

大
声
で
周
り
に
火
事
を
知
ら

せ
、
１
１
９
番
通
報
を
す
る
。

○
火
災
で
な
い
と
き

　

警
報
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
、

引
き
ひ
も
を
引
く
な
ど
し
て
警

報
音
を
止
め
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
除
排
雪
作
業
に
協
力
し
よ
う
！

　

田
子
町
の
み
な
さ
ん
、
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
豪
雪
時

期
を
迎
え
、
町
民
の
生
活
を
確

保
す
る
た

め
の
除
排

雪
作
業
も

本
格
化
し

ま
す
が
、

除
雪
作
業

で
一
番
困

る
の
は
路

上
放
置
駐
車
で
す
。
急
病
人
を

搬
送
す
る
緊
急
車
両
の
通
行
に

も
路
上
放
置
駐
車
は
支
障
と
な

り
ま
す
の
で
、
道
路
の
広
さ
を

問
わ
ず
、
み
な
さ
ん
の
生
活
を

確
保
す
る
除
排
雪
の
妨
げ
と
な

る
路
上
放
置
駐
車
は
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
除
排
雪
作
業
車
の
直

前
、
直
後
の
飛
び
出
し
、
さ
ら

に
除
排
雪
作
業
の
見
学
も
事
故

の
原
因
と
な
る
の
で
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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●
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
受
け
継
い
で

１
０
０
年　

さ
ら
な
る
飛
躍
を

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

を
育
ん
で
き
た
父
母
と
教
師
の

会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
は
、
大
正
２
年

６
月
26
日
に
設
立
し
、
今
年
で

１
０
０
年
目
と
い
う

記
念
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

去
る
９
月
15
日
の

記
念
式
典
で
は
、
歴

代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
役

員
の
皆
様
、
歴
代
職

員
、
地
域
の
皆
様
な

ど
多
く
の
方
々
が
見

守
る
中
で
粛
々
と
行

わ
れ
、
記
念
講
演
で

は
、
聖
カ
タ
リ
ナ
大

学
教
授
久
保
玄
次
様

に
「
前
向
き
力
を
育

て
る
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、

マ
ツ
ハ
シ
林
産
様
・
大
健
木
工

様
の
協
力
を
得
て
記
念
看
板
を

製
作
。
大
健
木
工
の
大
坊
健
三

様
の
作
業
所
に
数
回
通
い
、
文

字
の
写
し
方
、
電
動
彫
刻
刀
の

使
い
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、

全
児
童
23
名
が
「
祝
清
水
頭
小

学
校
父
母
と
教
師
の
会
設
立
１

０
０
周
年
記
念
」
の
文
字
を
一

人
一
文
字
ず
つ
担
当
し
ま
し
た
。

　

自
分
が
書
い
た
文
字
を
彫
る

作
業
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
学
年
が
低
学
年
を
そ
ば

で
見
守
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
、

大
坊
様
は
「
清
水

頭
で
し
か
で
き
な

い
経
験
」「
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
残

る
も
の
」
と
子
ど

も
た
ち
を
励
ま
し

て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

大
坊
様
に
は
こ

れ
ま
で
に
も
、
卒

業
制
作
や
校
内
の

環
境
美
化
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
１
０

０
周
年
記
念
横
看

板
制
作
だ
け
で
な

く
、
記
念
オ
ブ
ジ

ェ
を
寄
贈
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

清
水
頭
小
学
校
の
校
訓
で
あ

る
『
山
に
は
木
を　

人
に
は
ま

ご
こ
ろ
を
』
を
大
事
に
し
、「
ま

ご
こ
ろ
」
を
受
け
継
い
で
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
私
た
ち
で

す
。

　
（
原
稿
・
画
像
提
供　

清
水
頭
小
学
校
）

編
集
後
記

　

今
年
を
振
り
返
る
と
、
大
き
な
出
来

事
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月　

原
副
町
長
が
就
任

５
月　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
町
内
の
約

30
％
が
参
加

６
月　

田
子
町
・
ギ
ル
ロ
イ
市
姉
妹
都

市
提
携
25
周
年
記
念
「
東
京
多
摩
交

響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

８
月　

Ａ
Ｌ
Ｔ
ジ
ョ
エ
ル
・
グ
ル
ー
ウ

ェ
ル
さ
ん
が
任
期
を
終
え
て
帰
国
し
、

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
・
カ
ワ
フ

チ
さ
ん
が
赴
任　

▽
「
夏
期
巡
回
ラ

ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
に

約
７
５
０
名
が
参
加　

▽
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

９
月　

石
井
テ
ツ
さ
ん
が
１
０
９
歳
で

青
森
県
最
高
齢
と
な
る　

▽
台
風
18

号
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
出
る

10
月　

ギ
ル
ロ
イ
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
25
周
年
記
念
式
典

11
月　

ど
ん
ぶ
り
選
手
権
で
ガ
ー
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
の
「
に
ん
べ
こ
丼
」
が

初
優
勝

12
月　

田
子
高
校
郷
土
芸
能
部
が
第
42

回
デ
ー
リ
ー
東
北
賞
受
賞

　

来
年
は
午
年
で
す
。
馬
に
関
す
る
こ

と
わ
ざ
「
老
馬
の
智
」
に
習
い
、
こ
れ

か
ら
も
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
（
広
報
担
当　

清
水
）

学
校
の
話
題
　
清
水
頭
小
学
校

　情報スクランブル

晩
秋
の
虫
の
音
ひ
と
つ
聞
こ
え
ぬ
夜
の
風
の
音
だ
け
が

か
な
し
く
鳴
け
る 

新
井
田 

衣

台
風
の
前
後
の
静
け
さ
前ま

え
ぶ
れ触
か
す
す
き
の
穂
波
か
き
分

け
て
風
吹
く 

新
井
田 

衣

虫
の
声
の
秋
も
過
ぎ
行
き
冬
近
し
真
赤
な
も
み
じ
葉

封
筒
に
孫
へ 

貝
守
多
恵

季と

き節
移
り
葉
の
色
燃
ゆ
る
丘
の
径
任
事
に
追
は
れ
日
暮

れ
も
速
し 

貝
守
多
恵

台
風
の
あ
と
の
半
月
泣
き
そ
う
な
光
こ
ぼ
し
て
地
上

を
照
ら
す 

柳
田
麗
子

寝
鎮
ま
る
う
し
み
つ
ど
き
に
音
を
聴
く
吾
が
住
む
地ほ

し球

の
か
す
か
な
軋
み 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
４
年
１
月
号
（
平
成
25
年
12
月
25
日
発
行
）
通
算
第
６
５
０
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

サンモール子ども会のクリスマス会に参加さ
せてもらったよ！
サンタクロースになって、子どもたちにプレ
ゼントを贈ったよ♪
みんなを笑顔にできるサンタってステキだ
な。ボクも見習ってがんばらないと！
他のところでも行事があったらどんどん呼ん
でくださいね。（文  たっこ王子）

町のみなさんこんにちは
◎趣味・特技は？

趣味はテレビでスポーツの試合
を観ることと読書です。スポー
ツ観戦はどの種目でも好きです。
特技は中学校まで続けていたバ
スケットボールです。

◎田子町で暮らして感じる良いと
ころは？

町のみなさんが、あいさつをす
ると明るく返してくれるところ
です。

◎将来の夢や目標は？
笑顔が良く明るい保育士にな
り、長く続けることです。

◎町への要望
若者が集まれるような場所が欲
しいです。

◎ひと言
まだまだ未熟ですが、保育士と
してこれからも頑張っていきた
いと思いますので、応援よろし
くお願いします。

た
っ
こ
王
子
サ
ン
タ
だ
よ

●名前：松井 勇人 21歳
　　　　（まつい　ゆうと）

●出身地：三戸町
●お住まい：  三戸町
●お勤め先：
　社会福祉法人くりの木会
　田子保育園（保育士）

　役場職員互助会（岩間
無
し げ の り

界会長）では、にんに
くの町としてのＰＲと町
を明るく元気にすること
を目的に、役場前に「た
っこ王子イルミネーショ
ン」を設置しました。
　11月27日の夜には点
灯式が行われ、町内の子
どもたちや保護者が参
加。大きな声でカウント
ダウンを行い、色とりど
りに輝くイルミネーショ
ンを見ながら「あわてん
ぼうのサンタクロース」
を歌いました。
　職員が約１カ月かけて作成したイルミネーシ
ョンには、子どもたちが「夢と希望」をもって、
たくましく、大きく成長してほしいという思い
が込められています。
　また、役場前の他にも、町内には各家庭で設
置したイルミネーションが夜の町を明るく照ら
し、クリスマスムードを盛り上げていただいて
おります。

町を彩るイルミネーション

←
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
前
で

　

記
念
撮
影

王
子
も
大
喜
び


